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ステークホルダーの皆様へ 

新体制発足にあたってのご挨拶 中原 駿男 

 

謹啓 陽春の候、皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、既報の通り、株式会社スピカコンサルティングは 2026 年 4 月 1 日をもちまし

て、渡部 恒郎を新たな代表取締役社長 CEO として迎え、新体制を発足いたしまし

た。私、中原 駿男は代表取締役 COO として、引き続き経営の一翼を担うとともに、

現場の最高責任者として事業戦略の立案・実行にこれまで以上に邁進してまいる所存

です。 

 

今回の体制変更にあたり、私から皆様へ、創業の想いとこの決断に至った真意を直接

お伝えしたく、筆を執らせていただきました。 

 

創業の原点と、追いかけ続けた一つの背中 

弊社は 2022 年、「自らが星のように輝き、世界を熱狂であふれさせる」という理念の

もと産声を上げました。経営者であった父の背中を見て育った私は、会社という存在

が、家族や社員、そしてその家族の生活までも守る、かけがえのない宝物であること

を痛感してきました。 

 

だからこそ、スピカの創業では、単なるマッチングとしての M&A ではなく、一業種

を深く知る「業界特化型 M&A」と、M&A ありきではない企業価値向上を支援する

「バリューアップコンサルティング」の二軸を掲げました。それは、会社に関わるす

べての人が幸せな人生を送るための、真の支援を実現したかったからです。 

 

実は、私がこの二軸を事業の柱に据えるにあたり、多大な影響を受けた一人のコンサ

ルタントがいます。それが、今回 CEO に就任した渡部さんです。 

 

私と渡部さんの出会いは、私が M&A 業界の門を叩いた 2014 年に遡ります。初月の研

修で渡部さんのチームに配属され、一ヶ月間、同行させていただく機会がありまし

た。そこで目にした光景は、当時の私にとって計り知れない衝撃でした。 
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最高の品質で M&A をお届けするという鋼のような信念。産業のバリューチェーンま

でをも俯瞰した圧倒的な業界理解。そして、経営者様や社員の方々に対する、家族的

な愛情とも呼べる深いスタンス。そのすべてが、私の知るビジネスパーソンの基準を

遥かに凌駕していました。 

 

それから 12 年間、私たちは同じチームや小組織で仕事を共にする機会はありませんで

したが、私は常に、M&A における「渡部イズム」を追いかけ、スピカの理想像として

掲げてまいりました。つまり、スピカが創業から大切にしてきた想いの源流には、常

に渡部さんの哲学があったのです。 

 

新体制が皆様にもたらす「安心」と「価値」 

現在、M&A 仲介業界は大きな岐路に立っています。この 10 年で M&A は身近な経営

戦略となりましたが、市場の拡大に伴い、提供されるサービスの「品質」に違和感を

覚えることも少なくありません。 

 

私たちは昨年、業界初となる「成功報酬全額免除オプション」を打ち出しました。こ

れは、私たちが品質に対して一切の妥協をしないという強い決意の表れです。この

「最高品質」を名実ともに国内 No.1 の水準へと引き上げ、日本経済に更なる変革をも

たらすために、どうしても渡部さんの力が必要でした。 

 

渡部さんは、日本最大手の M&A 仲介会社において、業界再編 M&A の第一人者として

数多くの成約を導き、同社最年少で取締役に就任するという、業界の歴史に刻まれる

実績を築いてこられた方です。その卓越した実績は「M&A 業界の No.1 コンサルタン

ト」としてメディアでも大きく取り上げられるなど、名実ともに日本を代表するリーダ

ーです。 

 

さらに近年は、その視座を M&A コンサルタントの枠に留めず、複数の上場企業や急成

長企業の社外取締役・顧問という立場で、企業価値向上の最前線に身を置き、圧倒的

な成果を出されてきました。 

 

渡部さんが培ってきた「M&A における圧倒的な実績」と、「企業価値を向上させる経

営知見」。そのすべてをスピカの組織文化として深く根付かせること。それこそが、皆

様に提供する価値をより確かなものにする最善の選択であると考え、今回、経営への

参画をお願いいたしました。 
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今後は経営戦略を渡部 CEO が、事業の実行と現場指揮を私（COO）が分担すること

で、皆様への支援体制は劇的に強化されます。私はこれまで以上に多くの時間を各案

件の精査やコンサルタントへの指導、そしてお客様との対話に充てることが可能にな

り、渡部さんの高度な戦略眼と、私が現場で培ってきた徹底した実行力が融合するこ

とで、これまで以上に精緻で、かつ安心感のあるサービスをお約束いたします。 

 

輝く未来を、共に創る 

最後になりますが、私、中原 駿男はこれからも変わらずスピカの現場におります。皆

様と共に悩み、未来を語り合い、一社でも多くの企業を輝かせるという情熱は、創業

時よりもさらに燃え盛っております。 

 

新代表の渡部、そして現場を守る私を含めた社員一同、新たなスピカコンサルティン

グとして、皆様の期待を上回る価値を提供し続けることをお約束いたします。 

 

今後とも、変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

謹白 

 

2026 年 4 月 1 日 

 

株式会社スピカコンサルティング 

代表取締役 COO 

 


